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加藤泰:早生稲に比べて収量 が 5割 程 度 も高 い
(Battambangの例)からである｡
友杉 :カンボジアにおいて, 水田の経営面積 が 致
10ha以上もある事例は数多 くみられるか｡ そして こ
のような大経営が一般化しないのはなぜか｡東南アジ
アでは珍しい現象であるが,その庶史的発展過程など
を聞きたい｡
加藤泰:これは Battambang州に限られ,その数
は数戸～数10戸という程度であるOこの場合の栽培方
式としては,直播栽培が一般的で トラクターなども導
入している｡私の想像であるが,華僑系の資本が過去
に入り,それが現在まで維持されているのでTまないかO
〔宮崎康生〕
竹村 :粗放農業でゆくべきか,集約農業でゆくべき
か｡
宮崎 :最終の目的としては集約農業にもってゆくべ
きであるが,現状から一足とびに集約農業化するのは
非常な因襲臣を伴なう｡中間段階ではそれほど集約的で
ないものを計画し,最終的に集約化してゆくような段
階的営農 計画が望ま しい｡
本岡 :このような実際的な農業計画を立てたわけで
あるが,これをカンボジアの政府に検討させたか｡
宮崎 ･武田 :ここで述べたのは,現時点で考えられ
る概略の土地利用方式であって,この段階では未だ政
ノ削=検討させていない｡今後充分に検討してから実現
性のある計画を樹立したいと考えている｡
本岡 :東南ア ･センターもタイで種々の調査研究を
行なっているのであるが,いつも政府側から中間段階
の報告がないことを批判され る｡そしてまた,我々だ
けが考えている意見はどうしても外国人の意見である
から的はずれのことも多いという意味で,今の質問を
した次第である｡
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